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2018
（平成30年）

■平成30年曽爾村成人式
　新年あけましておめでとうございます。
　平成30年曽爾村成人式が1月2日、曽爾
中学校で行われました。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
平
成
30
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
、
村
政
運
営
各
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
自
身
、
早
い
も
の
で
村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
４
年
の
任
期
が
１
月
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
村
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
台
風
21
号
に

よ
り
県
道
名
張
曽
爾
線
が
約
１
ヶ
月
間
通
行
が
遮
断

さ
れ
日
常
生
活
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

暗
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
曽
爾
の
獅
子
舞

３
０
０
年
の
記
念
事
業
や
第
２
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス

テ
ー
ジ
曽
爾
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
大
会
、
日
米
草
の
根
交

流
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、
曽
爾
村
の
名
を
県
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
セ

ン
タ
ー
の
建
設
や
避
難
場
所
の
耐
震
化
な
ど
安
心
、

安
全
な
村
づ
く
り
に
も
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

更
に
は
各
大
字
（
地
域
）
の
特
性
や
地
域
資
源
を
活

か
し
た
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
村
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
村
全
体
を
活
気

づ
か
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
過
疎
化
や
少
子

高
齢
化
社
会
が
益
々
進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
先

人
が
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
、
前
例
の
な
い
社
会

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
曽
爾
村
が
曽
爾
村
と
し
て
持

続
す
る
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
、
本
村
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大

変
厳
し
く
、
ま
た
、
課
題
も
多
い
中
、
決
し
て
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
恵
ま
れ
た
、
ど

こ
の
町
や
村
に
も
な
い
自
然
景
観
や
地
域
資
源
、
伝

統
文
化
、
豊
か
な
人
情
に
、
何
よ
り
も
私
た
ち
村
民

自
身
が
こ
の
「
ふ
る
さ
と
曽
爾
村
」
に
誇
り
と
自
信

を
も
っ
て
、
村
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
村
民
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
小
さ
く

と
も
将
来
に
わ
た
り
「
光
り
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、

ぬ
る
べ
の
郷
曽
爾
村
」
の
構
築
に
向
け
て
村
民
皆
さ

ま
と
共
に
更
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
迎
え
ま
し
た
新
年
が
村
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
喜
び
と
幸
せ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
年
と

な
り
ま
す
と
共
に
、
曽
爾
村
の
発
展
に
向
け
て
、
力

強
い
前
進
が
は
か
ら
れ
る
、
そ
ん
な
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

新

年

の

ご

挨

拶
曽
爾
村
長
　
芝
田
　
秀
数
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

村
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
期
待
と
希
望
を
も
っ

て
、
輝
か
し
い
平
成
30
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
中
は
、
村
議
会
に
対
し
温
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
７
月
に
発
生
し
ま
し
た
九
州
北
部
の

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
村
内
で
は
、
台
風
21
号
に
よ
る
主
要
地
方

道
の
県
道
名
張
曽
爾
線
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
復
旧

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
改
め
て
災
害
の
怖
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
の
12
月
、
役
場
前
に
曽
爾
村

防
災
セ
ン
タ
ー
が
立
派
に
完
成
し
、
竣
工
式
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
慶
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

も
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
改
め
て
こ
こ

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
く
完
成
し
た
曽
爾
村
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
自

主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
重
責
を
担
う

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
施
設

に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
防
災
意
識
の
向
上
と
知
識

を
習
得
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
、
今
後
も

防
災
に
関
し
て
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
自
ら
考
え
、

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
年
々
人
口
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
産
業
の
推
進
、
教
育
文
化
の
振

興
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
こ
れ
ら
の
政
策
課
題

に
つ
い
て
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
総
合
戦
略
の
議

論
を
行
い
、
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
ぬ
る
べ
の
郷

曽
爾
村
」
の
む
ら
づ
く
り
に
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
議
会
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
、
村
民
皆
様
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力

で
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
村
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

曽
爾
村
議
会 

議
長
　
坂
井
　
英
治
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平
成
29
年
第
４
回
曽
爾
村
議
会

定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
同
月

21
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
、
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
提
案
、
審
議
さ

れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

 

■
専
決
処
分
の
承
認

□
平
成
29
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
，
５
７
１
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、
２
，
３
９
９
，

２
３
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費

を
追
加
す
る
専
決
処
分
を
承
認

し
た
も
の
で
す
。

 

■
条
例
の
制
定

□
曽
爾
村
防
災
拠
点
及
び
資
機
材

等
備
蓄
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

 

・
曽
爾
村
防
災
拠
点
及
び
資
機
材

等
備
蓄
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

 

■
条
例
の
一
部
改
正

□
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 
・
人
事
院
規
則
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

□
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

□
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

□
曽
爾
村
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

 

・
人
事
院
勧
告
に
よ
り
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

 

・
簡
易
水
道
再
編
事
業
に
よ
り
給

水
区
域
を
統
合
し
た
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

・
曽
爾
村
簡
易
水
道
事
業
運
営
協

議
会
の
建
議
を
受
け
簡
易
水
道

料
金
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

 

■
補
正
予
算

□
平
成
29
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
０
２
，
８
６
０
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，

５
０
２
，
０
９
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　

主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧

告
に
伴
う
職
員
人
件
費
３
，

５
５
５
千
円
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
８
５
，
４
０
０
千
円
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
対

応
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
２
，

７
６
５
千
円
の
増
額
な
ど
に
よ

り
補
正
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
29
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

 

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳

出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
７
，

６
７
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
２
９
６
，
３
６
４
千

円
に
、
直
営
診
療
施
設
勘
定

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
８
３
２
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

１
４
４
，
９
１
０
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で

は
国
民
健
康
保
険
の
県
統
一
化

の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改

修
費
４
４
２
千
円
、
平
成
28

年
度
の
国
庫
及
び
県
負
担
金

の
返
還
金
の
確
定
に
よ
る
６
，

９
９
０
千
円
の
増
額
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
看

護
助
手
の
人
件
費
６
２
０
千
円

の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

□
平
成
29
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
６
千
円
を
追
加

し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
，
６
９
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
う
人
件
費
に
よ
る
も
の
で

す
。

□
平
成
29
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
３
，
４
０
０
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
３
，

８
４
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
介
護
保
険
制

度
改
正
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
９
１
８
千
円
、
平
成
28

年
度
の
国
庫
及
び
県
負
担
金

の
返
還
金
の
確
定
に
よ
る
１
，

９
４
８
千
円
の
増
額
な
ど
に
よ

■
専
決
処
分
の
承
認

■
補
正
予
算

■
条
例
の
制
定

■
条
例
の
一
部
改
正

議
会
だ
よ
り
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る
も
の
で
す
。

 
■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

□
平
成
29
年
度
曽
爾
村
防
災
拠
点

及
び
資
機
材
等
備
蓄
施
設
新
築

工
事

　
　

１
，
５
６
６
千
円
の
増
額
、

変
更
後
の
契
約
金
額
８
３
，

２
２
７
，
６
１
６
円

 

・
受
注
者　
松
塚
建
設
（
株
）
代

表
取
締
役　
井
上　
清
利

 

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

 

・
曽
爾
村
今
井　
田
合　
秀
和
氏

 

■
審
議
結
果

  

条
例
、
補
正
予
算
、
専
決
処
分
、

同
意
案
件
な
ど
、
原
案
の
と
お
り

可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　去る12月7日に大和信用金庫と本村で「曽爾村
地域見守り活動に関する協定書」の締結式が行わ
れました。
　これは、村民が住み慣れた地域で安全・安心して
暮らせることなどを目的に、大和信用金庫職員が日
常業務の範囲において見守り活動を展開し、万一
異変などを察知した場合は村に連絡するというも
のです。

　曽爾村役場庁舎前（中央公民館跡）に曽爾村防災拠
点及び資機材等備蓄施設「曽爾村防災センター」を新設
し、12月13日（水）に竣工式を執り行いました。
　本施設は、鉄骨造り２階建て、延べ床面積366平方
メートル。１階には災害時の食料や災害用品を備蓄する
倉庫と非常時に災害対策拠点として活用する会議室、２
階には資機材等を保管する倉庫を備えています。今後起
こり得る大規模災害に備え、本施設の機能を十分に活か
し、災害に強い安全・安心な村づくりを目指します。

　曽爾村防災センターの完成を記念して、35年あまりにわたって村の風景を描き続けている、大阪府
松原市の画家安井啓二さんより作品「鎧岳遠望」を寄贈頂きました。本作品は、防災センター玄関に飾
られ100号サイズの大作です。その他にも、診療所を初めとする村内公共施設に8点の作品を寄贈頂き
ました。
　これからも、多くの画家や写真家が訪れる、美しい村づくりに一層励んでいきたいと思います。

〜 寄贈式典が開催されました 〜
　12月13日の曽爾村防災センター竣工式終了後、絵画
寄贈式典が開催され、感謝状授与式、画家安井さんか
らは35年前初めて訪れたときに鎧岳に圧倒され、その
後何度も足を運ぶようになったエピソードなどあいさ
つを頂きました。その後、臨席者とともに絵画作品鑑賞
会が行われました。

大和信用金庫と地域見守り活動に関する協定が締結されました

曽爾村防災センターが完成しました！

曽爾村の大自然を題材にした絵画を寄贈頂きました

■
審
議
結
果

■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意議会運営委員会 委員長報告
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☆サンタさんが来たよ☆
　12月15日(金)におじいちゃん、おばあちゃんたちと一緒にクリスマス会を行いました。練習し
ていたクリスマスの歌や手遊びを発表したり、おじいちゃんやおばあちゃんに手作りのリースを
プレゼントしました。そして「サンタさん来るのかな？」と楽しみにしていた子どもたちは、鈴
の音が鳴りサンタさんが登場すると、目をキラキラ輝かせていました。サンタさんに質問をした
り、プレゼントをもらったり、楽しい時間を過ごしました。

　12月8日、国税庁及び全国納税貯蓄連合会が実施する、中学生を対象に募集した「税についての作
文」の表彰式が役場で行われました。
  応募作品の中から、曽爾中学校２年生髙山琴葉さんに村長表彰、曽爾中学校２年生　岡本夢穂さん
に桜井納税貯蓄組合連合会・銀賞がそれぞれ授与されました。
　また、曽爾中学校に桜井納税貯蓄組合連合会から感謝状が授与されました。

『税についての作文』入賞者

ひよこ組（０才児）

きりん組（2才児）

黄組（4才児）

うさぎ組（1才児）

赤組（3才児）

青組（5才児）

◇村長表彰
  『未来の子どもたちのために』
    曽爾中学校　２年　髙山琴葉
◇桜井納税貯蓄組合連合会・銀賞
  『必要不可欠な「税金ってなに？。」』
    曽爾中学校　２年　岡本夢穂
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成人を迎えられた皆さん
（敬称略）

（五十音順）

川
か わ は ら

原　聖
せ い か

華

小
こ や ま

山　暢
の ぶ こ

子

清
し み ず

水　勇
ゆ う じ

志

田
た ご う

合　　 稜
りょう

松
ま つ い

井　　優
ゆ う

山
やまぐち

口　智
と も や

也

平成30年 曽爾村成人式

懇親会の様子

　12月17日（日）第11回宇陀郡民マラソン大会を御杖村で開催しました。
　当日は風が強く気温の低い日でしたが、曽爾・御杖・郡外の方を含め80名の参加者がありました。
　今回、走る距離が1キロ・2キロ・5キロ・10キロコースがあり、全員完走することができました。沿道
からはあたたかい声援を送っていただきました。
　また、マラソン終了後は「ボランティアスタッフ」
の皆さんによる炊き出しを美味しくいただきまし
た。
　ドライバー、郡民の皆さん、曽爾村・御杖村体育
協会の役員、スポーツ推進委員の皆様をはじめ、
多くの関係者のご協力により無事大会を終えるこ
とができました。誠にありがとうございました。

宇陀郡体育協会

　今年成人を迎えられた皆さんには晴れやかな新成人としての決意を胸に、式典に参加いただき
ました。
　芝田村長、尾上教育長、坂井議長、田中県議会議員からの励ましの言葉に対し、新成人を代表
して松井優さんが「新しい人生に向かって郷土を愛することを忘れず、大人としての自覚を固
め、恥ずかしくない人格を備えたいと思います」と応えられました。
　式典後は、懇親会が催され、久しぶりに会う級友や中学校時代の恩師の先生と当時を懐かしみ
ながら近況報告などに花を咲かせ、和やかな時間を過ごしました。
　新成人の皆様の今後のご活躍を期待いたします。

第11回「宇陀郡民マラソン大会」



8

　平成30・31年度中に、曽爾村が発注する建設工事並びに測量・建設コンサルタント等業務
に関する競争入札に参加を希望される方（法人又は個人）は、入札参加資格審査申請が必要
となりますので、申請書の提出をお願いします。

受付申請期間　平成30年２月１日（木）～２月28日（水）（土日祝日を除く）
業種　建設工事並びに測量・建設コンサルタント等業務
※参加資格条件や必要となる書類など、詳細は曽爾村ホームページをご覧ください。
受付場所及びお問い合わせ　曽爾村役場総務課（☎94-2101）

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったと
きに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務づけられています。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

　国民年金のポイント
○将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。
○老後のためだけのものではありません
  国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年
金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場
合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れま
す。

  「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
◇「学生納付特例制度」
  学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。
◇「納付猶予制度」
  学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
  ※平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

　国民年金のご相談・手続き等については、役場住民生活課（☎94-2102）または桜井年金
事務所（☎0744-42-0033（代表））までお問い合わせください。

〜新成人のみなさんへ〜 20歳になったら国民年金

村内業者の皆様へ
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し
い
た
け
等
食
用
き
の
こ
の
知
識

や
栽
培
技
術
習
得
の
た
め
、
講
義
や

実
習
を
行
い
ま
す
。
昼
食
時
に
は
き

の
こ
汁
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
２
月
17
日
（
土
）
10
時
か
ら

15
時
30
分
ま
で

場
所　
宇
陀
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
農
林
会
館

対
象
者　
18
歳
以
上
の
き
の
こ
栽
培

に
興
味
の
あ
る
方
（
昨
年
参
加
の

方
以
外
優
先
）
危
険
を
伴
う
た
め

幼
児
同
伴
不
可

募
集
人
数　
70
人
（
抽
選
）

参
加
費　
無
料

お
申
し
込
み　
１
月
15
日（
月
）か

ら
２
月
２
日（
金
）ま
で
に
電
話
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所・氏
名（
ふ
り
が

な
）・性
別・電
話
番
号
を
奈
良
県

東
部
農
林
振
興
事
務
所　
☎
８
４

-

９
５
０
１　
FAX
８
４-

２
１
２
７

お
問
い
合
わ
せ  

奈
良
県
東
部
農
林

振
興
事
務
所
林
業
振
興
課

○
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第
１

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
４
２-

２
０-

７
８
７
０
）
ま
で
ご
請
求

下
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28

日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20
日
ま

で
。

投
票
日　
１
月
28
日
（
日
）

投
票
時
間　
午
前
７
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で

投
票
所

第
１
投
票
所　
曽
爾
保
育
園

第
２
投
票
所　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

第
３
投
票
所　

曽
爾
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
所　

曽
爾
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

開
票
日　
１
月
28
日
（
日
）

開
票
時
間　
午
後
８
時
か
ら

開
票
所　
曽
爾
村
振
興
セ
ン
タ
ー　

       

選
挙
人
名
簿
登
録
日
・
基
準
日

　
１
月
22
日
（
月
）

告
示
日　
１
月
23
日
（
火
）

◎
今
回
の
曽
爾
村
長
選
挙
で
投
票

で
き
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
平
成
12
年
１
月
29
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

・
平
成
29
年
10
月
22
日
以
前
に
曽
爾

村
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
方

で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
曽

爾
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
方

【
期
日
前
投
票
制
度
】

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
当
日

に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
以
下
の
方

法
で
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

期
間　
１
月
24
日
（
水
）
〜
１
月
27

日
（
土
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

場
所　
曽
爾
村
役
場　
１
階
会
議
室

※
投
票
入
場
券
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
（
入
場
券
裏
面
の

「
期
日
前
宣
誓
書
」
に
あ
ら
か

じ
め
ペ
ン
で
ご
記
入
く
だ
さ

い
）

　
詳
し
く
は
、
曽
爾
村
選
挙
管
理
委

員
会
（
☎
９
４-

２
１
０
１
（
内
線

２
２
５
）
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

曽
爾
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
が
ん
患
者
サ
ロン
は
、
が
ん
患
者
や

家
族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
同
じ
体
験
を
し
た

仲
間
が
集
う
場
で
す
。
か
か
ら
れ
て
い

る
医
療
機
関
や
が
ん
の
種
別
に
関
わ

ら
ず
参
加
頂
け
ま
す
。
当
日
は
、
が

ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
も
参
加
し
ま
す
。

日
時　
１
月
22
日
（
月
）
14
時
〜
16

時
場
所　
橿
原
総
合
庁
舎
１
階
交
流
室

（
橿
原
市
常
磐
町
６
０
５-

５
）

対
象　
県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が

ん
患
者
や
家
族

内
容　
交
流
会
（
参
加
者
相
互
の
交

流
、
情
報
交
換
）

お
申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
を
左
記
ま
で

　
奈
良
県
中
和
保
健
所
健
康
増
進
課

　
健
康
づ
く
り
推
進
係

　
☎
０
７
４
４-

４
８-

３
０
３
４

　

FAX
０
７
４
４-

４
７-

２
３
１
５

「
き
の
こ
栽
培
技
術
研

修
会
」参
加
者
募
集

放
送
大
学　
４
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

曽
爾
村
長
選
挙
の

お
知
ら
せ

中
和
保
健
所
が
ん
患
者

サ
ロ
ン「
す
ず
ら
ん
」
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奈良県の最低賃金

奈良県最低賃金は、県内で働くすべての労働者に適用されます。
奈良県最低賃金と特定最低賃金の両方が適用される場合は、金額の高いほうの最低賃金が適用されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良労働局賃金室　☎0742-32-0206

地域別最低賃金

特 定 最 低 賃 金

時間額（発効年月日）

奈 良 県 最 低 賃 金 786円
（平成29年10月1日発効）
時間額（日額）（発効年月日）

時間額　860円
（平成29年12月27日発効）

時間額　849円
（平成29年12月27日発効）

時間額　851円
（平成29年12月27日発効）

時間額　   816円
日　額　6,527円

（平成元年1月25日発効）

奈良県はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業最低
賃金

奈良県自動車小売業最低賃金

奈良県木材・木製品・家具・装備品製造業最低賃金

奈良県電子部品・デバイス・電子回路、発電用・送電用・配電用電気機械
器具、産業用電気機械器具、民生用電気機械器具製造業最低賃金

最低賃金、確認した？

日
時①

２
月
７
日
（
水
）「
仕
事
の
探

し
方
」

②
２
月
15
日
（
木
）「
就
活
に
欠

か
せ
な
い
、
自
己
分
析
」

③
２
月
22
日
（
木
）「
実
践
に

役
立
つ
！
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
！
」

④
２
月
28
日
（
水
）「
就
職
面
接

で
試
さ
れ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」　

全
日
と
も
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　
①
②
③
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93-

６　
エ

ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）　
④
高
田
し

ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー
（
大
和
高
田

市
幸
町
２-

23　
奈
良
県
産
業
会

館
）

概
要　
①
自
分
自
身
に
合
う
仕
事
の

探
し
方
を
学
ぶ
、
②
就
活
の
第

一
歩
！
自
分
の
強
み
や
向
い
て

い
る
仕
事
を
考
え
る
、
③
面
接
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
、
④

面
接
官
に
好
印
象
を
与
え
る
聞

き
方
、
話
し
方
を
身
に
つ
け
る
な

ど
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。

参
加
費
無
料
。

対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
お
お

む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者
（
40
代

前
半
ま
で
の
不
安
定
就
労
者
を

含
む
）

定
員　
各
10
人
程
度
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み　

１
月
18
日
か
ら
各

セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、

開
催
日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

居
住
地
の
市
町
村
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
を
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
☎
０
７
４
２-

２
３-

５
７
２
９

　

FAX
０
７
４
２-

２
３-

５
７
５
７

　
http://w

w
w

.pref.nara.jp/
item

/63392.htm

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就

活
セ
ミ
ナ
ー（
２
月
）
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制度改正にご理解、ご協力をお願いいたします

奈良県国保制度改正　検 索
お問い合わせ　曽爾村役場住民生活課　☎0745-94-2102　FAX0745-94-2066

国民皆保険制度を支える国保の構造的課題
「年齢構成が高く医療費水準が高い」
「所得水準が低く保険料負担が重い」
「小規模な運営主体（市町村）が多く財政が不安定になりやすい」

　加入者の皆さんにとっては…

　医療費の単価（診療報酬）は全国共通の制度なのに、国保の保険料負担は市町村ごとに異
なっています。

国民健康保険（国保）の制度は平成30年度から
「各市町村ごとの運営から県域での運営」に変わります

○平成30年4月から、県も市町村とともに国保の運営に加わり、国保の財政運営を市町村
単位から県単位に拡大します。 これにより、予期せぬ医療費増等の財政リスクの軽減な
ど、国保運営の安定化につなげます。

○「同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも保険料が同じ」
  （平成36年度予定）になることを目指し、加入者の負担の公平化につなげます。
　医療費は毎年増加の傾向ですが、今回の国保制度の改正によって保険料負担が一定程度増

加する加入者については、一度に過度な負担増とならない仕組みを設けます。

○必要な医療サービスを安心して受けていただけるよう、県、市町村、関係機関が連携し
て、引き続き医療提供体制の整備や医療費の適正化に取り組んでいきます。

　加入者の皆さんにとっては…

将来的に急激な保険料上昇が起きにくくなり、
安心につながります。
　※窓口は、平成30年4月以降も引き続きお住まいの市町村です。

こうした課題に対応するため

保険料（現行） 保険料（H36年度〜）

高齢化がすすみ
課題が深刻化

同じ所得・世帯構成でも、市町村間で
加入者の保険料には、差があります。

同じ所得・世帯構成であれば、加入者の
保険料に差はなくなり、公平となります。
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自衛官等募集案内

詳しくは、自衛隊天理募集案内所までお問い合わせください。　☎0743-63-2540
　ホームページ：http://www.mod.go.jp/pco/nara　　E-mail：hq1-nara@pco.mod.go.jp

種　　目 資　　　　　格 受付期間 試験期日

自衛官候補生

防衛大学校学生

予備自衛官補

18 歳以上 27歳未満の者 随時　募集中 受付時にお知らせします。

12月22日～
4月7日 4月14日～18日

1月20日～
1月26日

1次：2月17日
2次：3月9日

【一般後期】
高卒（見込含）21歳未満の男女

【一般】
18歳以上34歳未満

【技能】
18歳以上で国家資格等を有する者
（資格により53歳未満～55歳未満
の者）

　インフルエンザワクチンの供給が１月以降も継続する可能性があることに伴い、65歳以上の方、中学生以
下の方を対象としたインフルエンザ予防接種の助成期間が１月31日（水）まで延長となります。接種がまだの
方は医療機関に予約の上接種を行って下さい。
助成内容　65歳以上の高齢者：自己負担1,500円で受けられます。
　　　　　中学生以下の小児：１回につき1,000円補助があります。
申請方法
65歳以上の方

宇陀地区内の医療機関･･･直接医療機関で1,500円を支払って下さい。
奈良県内（宇陀地区外）の医療機関･･･接種前に保健福祉課へ1,500円をお支払い下さい。医療機関でお

支払いはありません。
奈良県外の医療機関･･･医療機関で全額支払った後、領収書・接種済み証、印鑑を持って保健福祉課で助

成の申請をして下さい。
中学生以下の方　医療機関で全額支払った後、領収書・接種済み証、印鑑を持って保健福祉課で助成の申請

をして下さい。
お問い合わせ　曽爾村役場保健福祉課　☎94-2103

　旧下曽爾小学校体育館地内の立木伐採・処分業務の入札を行います。
場所　曽爾村大字伊賀見　旧下曽爾小学校体育館地内
作業内容　①立木（雑木）伐採　3本（根抜きなし）
　　　　　②小運搬、集積、処分
　　　　　③労働災害保険に加入
入札参加資格　曽爾村内に在住している個人の方もしくは事業所
入札参加方法　入札募集期間内に、総務課へ持参または郵送で提出してください。※封筒に「立木等

伐採入札書在中」、入札者、住所、氏名を記載し、封をして封印をして下さい。
入札募集期間　1月22日（月）〜1月31日（水）午後5時必着
お問い合わせ　曽爾村役場総務課　☎94-2101
※入札参加希望の方は、仕様書を準備していますので、曽爾村役場総務課までお問い合わせください。

  インフルエンザ予防接種助成期間の延長について

 『立木伐採業務』の入札について



13

　曽爾村は、平成30年度採用予定の職員採用試験を次のとおり実施します。
１．職種、採用予定人員、受験資格

　　日本国籍を有し、採用後において曽爾村に住所を有することが確実な人。
　　ただし、地方公務員法第16条各号の次のいずれかに該当する者は、受験できません。
２．受験手続き、受付、申込先
　 （１）受験手続きに必要なもの

・職員採用試験申込書（役場で用意します）	 １通
・自筆の履歴書	 １通
　３ヶ月以内に撮影した写真（上半身、脱帽正面向き）を貼る
・写真（上記と同一のもの：受験票用）	 １枚
・最終学校の卒業証明書又は卒業見込証明書（原本に限る）	 １通
・最終学校の成績証明書（原本に限る）	 １通

　 （２）申込書受付期間及び時間、提出先
　　　　平成30年1月15日（月）～1月29日（月） (土・日・祝は受付できません)
　　　　　午前９時～午後５時まで　　　　　　 　　　   　　    　　   
　　　　提出先：〒633-1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地の1　曽爾村役場　総務課宛
　　　　　※ 郵送による場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書在中」と朱書きし期限必着
　　　　　　（1月29日午後5時まで）とする。
　 （３）募集案内・採用試験申込書の配布
　　　「〒633-1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地の1」曽爾村役場総務課で配布、または
　　　 ホームページからダウンロードして下さい。

※郵便による請求の場合は、宛先を明記した返信用封筒(120円切手を貼った角2号封筒A4サ
イズ)を同封し、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、上記まで請求して下さい。

３．試験日及び方法 

４．合格者の発表　第一次試験合格者発表　2月中旬、第二次試験合格者発表　3月上旬
５．合格から採用まで　合格者は、採用予定者名簿に登録し、採用は平成30年4月1日の予定です。
６．給　与

　曽爾村の一般職の職員の給与に関する条例の定めるところによります。
　現行初任給月額は、高校卒 147,100円、短大卒 159,800円、大学卒 179,200円で、このほか、扶養
手当、住居手当、通勤手当、期末・勤勉手当などがそれぞれの条件に応じて支給されます。
　なお、初任給は採用前の経歴などに応じて加算される場合があります。

※詳しい試験案内と申込書などお問い合わせは 曽爾村役場総務課まで　
　〒633-1212  奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番の1　☎0745-94-2101(内線221)

  曽爾村職員採用試験案内

採用職種

試　　　験 内　　　　　　　　　　 容

第二次試験 作文試験・口述試験

採用予定人員 受　　験　　資　　格

試験の日時 ・ 試験会場

第一次試験合格者に別途通知します

一般事務職

第一次試験 筆記試験［教養試験］

若干名
昭和62年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による高等
学校卒業程度以上の学力を有する人又は平成30年3月31日ま
でに卒業見込みの人

平成30年2月11日（日）
　受　　付：午前  8：30～  9：30
　教養試験：午前10：00～12：00
曽爾村振興センター2階 大ホール
　（曽爾村役場横隣）
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謹んでお悔やみ申し上げます

ご結婚おめでとうございます
11月22日　三重県名張市　　池田　太介 さん
　　　　　  大字伊賀見　　　新　　美和 さん

11月24日　大字伊賀見　橋詰　春夫さん（86歳）
12月19日　大字葛　　　土肥勇吉郎さん（91歳）
12月20日　大字伊賀見　北畠　　茂さん（93歳）

善　　意　　銀　　行
橋詰　利治さんより
  亡父　春夫さんの生前のご厚情に対し金一封
土肥　和久さんより
  亡父　勇吉郎さんの生前のご厚情に対し金一封
北畠　達也さんより
  亡父　茂さんの生前のご厚情に対し金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

みんなの広場

事  業  名 実施日 時  間 対　象　者 場所・内容等

1月24日㈬

1月16日㈫
○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスレッチ、
　筋力トレーニング等

13:30～
15:30

13:30～
15:30

9:30～
13:00

13:00～

健康いきいき
教室⑥

健康いきいき
教室⑦

保健推進員会・
食生活改善推進
員会合同研修会

健康いきいき
教室⑧

1月25日㈭

65歳以上の
対象者

65歳以上の
対象者

保健推進員
食生活改善
推進員

○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスレッチ、
　筋力トレーニング等

○場所：老人福祉センター
○内容：減塩食　調理実習

1月31日㈬

1月30日㈫ 65歳以上の
対象者

○場所：振興センター
○内容：介護予防のためのスレッチ、
　筋力トレーニング等

13:30～
15:30

乳幼児健診 3ヵ月～
4歳未満

○場所：老人福祉センター
○内容：診察、身体計測、栄養指導、
　育児相談、発達相談など
○スタッフ：奈良県立医大医師、看護
　師、栄養士、保育士、心理士、保健師

ほけん事業予定表（1月）

大字別の人口・世帯数
人口　 世帯

山　粕　190　　 97
（±0）（±0）

掛　　100　　 53
（±0）（±0）

長　野　180　　 83
（＋3）（＋1）

小長尾　123　　 52
（±0）（±0）

今　井　200　　 89
（−3）（−1）

塩　井　107　　 52
（±0）（±0）

葛　　136　　 53
（±0）（±0）

太良路　117　　 52
（±0）（±0）

伊賀見　357　  158
（−1）（±0）

（平成29年12月1日現在）

1月号
平成30年1月15日発行

（通巻555号）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　㊎
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00〜）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00〜）

人口1,510人
（−1）

男　705人
（−1）

女　805人
（±0）

世帯数689世帯
（±0）

（平成29年12月1日現在）

　曽爾街道風景つくり隊では、元気な集落づくり支援事業の補助を受けてフジバカマを植栽
し、アサギマダラを呼ぶ取り組みを行いました。昨年の秋、ついに曽爾村に「旅する蝶」と言
われている、アサギマダラが飛来し曽爾村を盛り上げてくれました。
　今回、アサギマダラのマスコットキャラクターを作成しましたので、村民皆様から名前を募
集します。親しみやすい可愛らしい名前をつけてあげてください。
　ご応募はお電話、メールのいずれかでお願いします。募集期間は平成30年4月末です。
　たくさんのご応募お待ちしています。

☎090-1092-1846
メールsusumu-m@m5.kcn.ne.jp

曽爾街道風景つくり隊
隊長　松井　進

私に名前をつけてね!!

アサギマダラのマスコットキャラクターの名前を募集します!


